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当初予算額の推移

増　減　額
（千円）

増 減 率
（％）

平成２９年度 44,360,000 △ 920,000 △ 2.0

平成３０年度 44,410,000 50,000 0.1

令和元年度 44,750,000 340,000 0.8

令和２年度 47,530,000 2,780,000 6.2

令和３年度 43,800,000 △ 3,730,000 △ 7.8

令和４年度 43,110,000 △ 690,000 △ 1.6

令和５年度 45,710,000 2,600,000 6.0

令和６年度 49,970,000 4,260,000 9.3

令和７年度 50,800,000 830,000 1.7

令和８年度 49,280,000 △ 1,520,000 △ 3.0

※令和元年度は「骨格予算」として編成

予　算　額
（千円）

対前年度

年　度

“現場に神宿る”
共創のまちづくり予算

一般会計 ４９２億８,０００万円
（対前年度 △１５．２億円 △３.０％）

令和８年度当初予算(案)
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歳入

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

1 市税 ＊ 12,890,442 25.4 12,894,758 26.2 4,316 0.0

2 地方譲与税 395,000 0.8 400,000 0.8 5,000 1.3

3 利子割交付金 4,000 0.0 11,000 0.0 7,000 175.0

4 配当割交付金 60,000 0.1 70,000 0.2 10,000 16.7

5 株式等譲渡所得割交付金 50,000 0.1 60,000 0.1 10,000 20.0

6 法人事業税交付金 300,000 0.6 300,000 0.6 0 0.0

7 地方消費税交付金 2,630,000 5.2 2,770,000 5.6 140,000 5.3

8 ゴルフ場利用税交付金 18,000 0.0 18,000 0.0 0 0.0

9 環境性能割交付金 40,000 0.1 5,000 0.0 △35,000 △87.5

10 地方特例交付金 60,000 0.1 127,000 0.3 67,000 111.7

11 地方交付税 10,650,000 21.0 11,050,000 22.5 400,000 3.8

12 交通安全対策特別交付金 12,000 0.0 12,000 0.0 0 0.0

13 分担金及び負担金 ＊ 61,425 0.1 57,712 0.1 △3,713 △6.0

14 使用料及び手数料 ＊ 1,236,823 2.4 1,213,673 2.5 △23,150 △1.9

15 国庫支出金 7,526,620 14.8 7,593,184 15.4 66,564 0.9

16 県支出金 3,835,518 7.6 4,146,110 8.4 310,592 8.1

17 財産収入 ＊ 368,025 0.7 322,080 0.6 △45,945 △12.5

18 寄附金 ＊ 6,421 0.0 2,712 0.0 △3,709 △57.8

19 繰入金 ＊ 3,123,400 6.2 3,636,584 7.4 513,184 16.4

20 繰越金 ＊ 250,000 0.5 250,000 0.5 0 0.0

21 諸収入 ＊ 3,197,326 6.3 2,862,987 5.8 △334,339 △10.5

22 市債 4,085,000 8.0 1,477,200 3.0 △2,607,800 △63.8

50,800,000 100.0 49,280,000 100.0 △1,520,000 △3.0

21,133,862 41.6 21,240,506 43.1 106,644 0.5

29,666,138 58.4 28,039,494 56.9 △1,626,644 △5.5

※ 表中の構成比合計は、端数処理の関係で、１００.０にならない場合があります。

依 存 財 源

区　　　分

*印：自主財源　

歳 入 合 計

令和8年度令和7年度

自 主 財 源

対前年度
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市税

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

個人市民税 5,045,132 39.1 5,035,142 39.1 △9,990 △0.2

法人市民税 704,124 5.5 681,940 5.3 △22,184 △3.2

固定資産税 5,446,470 42.2 5,496,531 42.6 50,061 0.9

軽自動車税 395,134 3.1 385,452 3.0 △9,682 △2.5

市たばこ税 563,668 4.4 556,547 4.3 △7,121 △1.3

都市計画税 735,074 5.7 735,921 5.7 847 0.1

入　湯　税 840 0.0 3,225 0.0 2,385 283.9

12,890,442 100.0 12,894,758 100.0 4,316 0.0

区　　　分

市　税  合  計

令和7年度 令和8年度 対前年度
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歳出（目的別）

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

1 議会費 320,777 0.6 298,809 0.6 △21,968 △6.8

2 総務費 5,839,257 11.5 4,606,369 9.3 △1,232,888 △21.1

3 民生費 19,131,326 37.7 20,394,573 41.4 1,263,247 6.6

4 衛生費 4,527,485 8.9 4,707,453 9.6 179,968 4.0

5 労働費 67,099 0.1 66,431 0.1 △668 △1.0

6 農林水産業費 713,536 1.4 862,713 1.8 149,177 20.9

7 商工費 1,531,045 3.0 1,573,136 3.2 42,091 2.7

8 土木費 4,541,248 8.9 4,568,204 9.3 26,956 0.6

9 消防費 3,298,461 6.5 2,308,719 4.7 △989,742 △30.0

10 教育費 7,038,376 13.9 5,980,046 12.1 △1,058,330 △15.0

11 災害復旧費 4 0.0 4 0.0 0 0.0

12 公債費 3,741,385 7.4 3,863,542 7.8 122,157 3.3

13 諸支出金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

14 予備費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

50,800,000 100.0 49,280,000 100.0 △1,520,000 △3.0歳 出 合 計

区　　　分

令和8年度令和7年度 対前年度
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歳出（性質別）

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

1 人件費 ○ 9,136,776 18.0 9,737,803 19.8 601,027 6.6

2 物件費 9,307,688 18.3 8,856,833 18.0 △450,855 △4.8

3 維持補修費 271,509 0.5 430,001 0.9 158,492 58.4

4 扶助費 ○ 11,389,847 22.4 11,905,160 24.2 515,313 4.5

5 補助費等 5,950,296 11.7 6,127,336 12.4 177,040 3.0

6 普通建設事業費 △ 6,357,866 12.5 3,552,401 7.2 △2,805,465 △44.1

7 災害復旧事業費 △ 4 0.0 4 0.0 0 0.0

8 公債費 ○ 3,741,385 7.4 3,863,542 7.8 122,157 3.3

9 積立金 24,662 0.1 132,667 0.2 108,005 437.9

10 投資及び出資金 7,050 0.0 4,772 0.0 △2,278 △32.3

11 貸付金 701,409 1.4 724,327 1.5 22,918 3.3

12 繰出金 3,861,508 7.6 3,895,154 7.9 33,646 0.9

13 予備費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

50,800,000 100.0 49,280,000 100.0 △1,520,000 △3.0

24,268,008 47.8 25,506,505 51.8 1,238,497 5.1

6,357,870 12.5 3,552,405 7.2 △2,805,465 △44.1

20,174,122 39.7 20,221,090 41.0 46,968 0.2

歳 出 合 計

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

そ の 他 の 経 費

令和7年度 令和8年度 対前年度
区　　　分

○印：義務的経費
△印：投資的経費
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特別会計

予算額
（千円）

一般会計繰入金
（千円）

予算額
（千円）

一般会計繰入金
（千円）

予算額
（％）

一般会計
繰入金(％)

国民健康保険事業 11,784,269 1,008,392 11,318,237 1,035,139 △ 4.0 2.7

介護保険事業 14,263,702 2,226,658 14,358,214 2,175,059 0.7 △ 2.3

新里温水プール事
業

48,187 0 71,095 0 47.5 ---

発電事業 83,360 0 105,382 0 26.4 ---

後期高齢者医療事
業

2,137,834 626,458 2,437,386 684,956 14.0 9.3

合　　計 28,317,352 3,861,508 28,290,314 3,895,154 △ 0.1 0.9

企業会計

令和８年度　特別会計及び企業会計当初予算（案）の状況

令和８年度令和７年度 対前年度増減率
会計名

収益的支出
（千円）

資本的支出
（千円）

合　　計
（千円）

収益的支出
（千円）

資本的支出
（千円）

合　　計
（千円）

収益的支出
(％)

資本的支出
(％)

合　　計
(％)

水道事業 2,265,385 1,567,803 3,833,188 2,317,449 1,620,339 3,937,788 2.3 3.4 2.7

下水道事業 3,076,648 2,190,183 5,266,831 3,011,294 2,176,708 5,188,002 △ 2.1 △ 0.6 △ 1.5

農業集落
排水事業

245,976 95,433 341,409 238,803 101,365 340,168 △ 2.9 6.2 △ 0.4

合計 5,588,009 3,853,419 9,441,428 5,567,546 3,898,412 9,465,958 △ 0.4 1.2 0.3

令和７年度 令和８年度 対前年度増減率

会計名
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担当課 予算書
ページ

☆ 魅力ある職場発信・雇用促進事業補助金 1,000千円 商工振興課 138

（雇用対策事業）

◇ 農業振興事業 42,973千円 農林振興課 143

◇ 林業振興事業 16,651千円 農林振興課 150

◇ 有害鳥獣捕獲事業 13,200千円 農林振興課
両支所地域振興整備課

150
151

◇ 梅田ふるさとセンター事業 8,314千円 農林振興課 152

◇ まちなか店舗リニューアル支援事業 1,500千円 商工振興課 154

☆ 事業承継支援事業 1,120千円 商工振興課 154

◇ 新店舗開設促進事業 11,000千円 商工振興課 154

令和８年度　主 要 事 業

１. 産業経済の振興（産業、観光）

「働きやすさ」に関する国の認証制度を取得し、魅力ある職場環境づくりを進める
中小企業の求人活動に対する補助制度を創設することで、認証制度の普及啓発及び
人手不足解消や若者・女性の就職と市内定着を促進

担い手の減少・高齢化等の影響による労働力不足の解消に向けた機械化の促進及び
作業の効率化や農業施設の導入による経営の安定を図るとともに、認定新規就農者
への補助を継続して実施

森林への親しみや重要性、林業生産物の魅力を感じてもらい、将来の林業活性化へ
つなげることを目的とした小学生向けの林業体験イベントを実施するとともに、里
山の保全、林業事業者の経営安定を図ることを目的とした補助事業を継続して実施

生活環境被害防止のため、捕獲檻の設置や定期的な見回りなどを地域住民の理解や
猟友会の協力を得ながら実施するとともに、クマの捕獲対策については「緊急銃猟
マニュアル」に基づく駆除等に対し新たに手当を支給

指定管理者制度の導入により民間の活力を最大限に活用し、山村振興地域における
住民の福祉や文化の向上に寄与するとともに、地域の観光案内、農産物やアウトド
ア用品の販売、各種イベント等を通して利用者増加を推進

市内事業者の円滑な事業承継を促進するため事業承継に伴う店舗改修を支援すると
ともに、商店街に来た観光客を含む買い物客の周遊性向上に資するトイレの改修を
支援することで、店舗の魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大を促進

アンケート調査を通じて支援対象案件の掘り起こしを行うとともに、事業承継マッ
チングプラットフォームを活用した第三者承継支援や関係機関と連携した伴走型支
援を実施し、事業者の状況に応じた円滑な事業承継を推進

まちなかの魅力向上やにぎわい創出、経済循環の拡大につなげるため、空き物件を
改修して新店舗開設を行う事業者を支援

※（　）内は、令和8年
　 4月1日付け機構改革

実施後の担当課名

☆ は新規事業

◇ は継続・拡大事業
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担当課 予算書
ページ

◇ 地場産業振興センター事業 73,721千円 商工振興課 155

◇ 企業立地促進事業 5,383千円 商工振興課 155

◇ 旧群馬地方発明センター跡地活用事業  138,710千円 商工振興課 156

◇ 繊維産地活性化推進事業 15,917千円 商工振興課 156

◇ 10,096千円 商工振興課 157

◇ 7,000千円 商工振興課 157

（産学官連携推進事業）

◇ 群馬大学生企業交流促進補助金 1,000千円 商工振興課 157

（産学官連携推進事業）

◇ まつり事業 20,650千円 観光交流課 158

◇ リトリート環境整備事業 59,301千円
観光交流課

黒保根市民生活課
黒保根地域振興整備課

160

群馬県及び桐生市土地開発公社と協働で整備を進めている「桐生武井東工業団地」
について、関係各所と連携し、早期完成を目指すとともに、民間の未活用物件の情
報収集・提供により優良企業の市内進出を促進

老朽化が著しい旧群馬地方発明センターの跡地の有効活用に向けて、建物解体工事
を実施

業界団体や企業グループによる産地活性化に向けた取組を推進するほか、「むすび
すむ桐生」と連携し、繊維に興味を持つ若者等を呼び込む仕組みづくりを行うこと
で、「繊維産地桐生」の活力向上等を推進

産学官共同研究推進事業

大学や研究機関等との共同研究により、新製品・新技術の開発に取り組む企業を支
援し、地域経済への波及効果へとつながる産学官連携を推進

産学官連携推進事業補助金

桐生地域地場産業振興センターの運営管理を支援するとともに、「桐生テキスタイ
ルプロモーションショー」や「桐生繊維大学」等、地場産業の振興に繋がる各種事
業を推進

新たな産学官連携組織として令和７年度に設立した「一般社団法人群馬地区産学官
交流会」への支援を拡充し、群馬大学理工学部を核とする産学官連携の更なる発
展・活性化を促進

「一般社団法人群馬地区産学官交流会」が主要事業として実施する「企業と学生と
の交流促進事業」を支援し、学生と市内企業との交流活発化を図ることにより、群
馬大学生の就職と市内定着を推進

本市の夏の一大イベントである桐生八木節まつりの開催に必要な経費の補助を行う
とともに、祭りを通じた桐生の魅力を市内外へ広く発信し本市への観光誘客を促進

黒保根町において、観光客がゆったりとした時間を過ごしながら長期滞在に繋がる
観光拠点施設などの整備を、わたらせ渓谷鐵道を始めとする関係機関と公民連携に
より継続して実施
・観光案内板の整備
・黒保根運動公園の整備
・利平茶屋森林公園の整備
・花見ヶ原森林公園の整備
・荒神山広場の整備
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担当課 予算書
ページ

◇ 新里支所まつり事業 7,000千円 新里地域振興整備課 160

◇ 黒保根支所まつり事業 2,500千円 黒保根地域振興整備課 160

◇ 重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業 21,539千円 日本遺産活用室 234

◇ 日本遺産活用事業 2,064千円 日本遺産活用室 235

☆ 歴史的資源活用まちづくり計画策定業務委託料 10,000千円 日本遺産活用室 237

（重伝建地区等歴史まちづくり事業）

◇  新里温水プール市内小中学生無料券配布 ※指定管理者納入金を調整 新里地域振興整備課 321

（新里温水プール事業特別会計）

防災対策として、平成29年度に設置した無線式連動型住宅用火災警報器が更新時期
を迎えるため、交換工事を実施

日本遺産を核とした観光を推進するため、日本遺産市内構成文化財の周知継続、両
毛３市連携、八王子市や十日町市との都市間連携の更なる強化等を図るとともに、
子ども観光ガイドの名称を「桐生ジュニアアンバサダー事業」に改め、観光ガイド
のスペシャリストの育成を継続して推進

歴史的な町並みとして調和が図られた重伝建地区及びその周辺地区を未来へ継承す
るため、歴史的資源を宿泊施設や飲食店等に活用していくための計画を策定

施設の集客力向上及び子どもが安心して過ごせる場所を提供することを目的とし
て、市内在住又は市内の小中学校に通う児童生徒を対象に、月１回使用できる無料
券の配布を継続して実施

新里まつりの開催に必要な経費の補助を行い、まつりを通じて地域住民の交流を深
め、郷土愛を育むとともに、産業振興と住民文化の向上を図り、活力に満ちた地域
づくりを推進

くろほね夏まつりの開催に必要な経費の補助を行い、まつりを通じて地域住民の交
流を深め、郷土愛を育むとともに、産業振興と伝統文化の継承を図り、活力に満ち
た地域づくりを推進
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担当課
予算書
ページ

◇ 重層的支援体制整備事業 24,046千円 福祉課
（地域福祉課）

96

☆ 計画相談支援促進事業補助金 3,000千円 福祉課
（障がい福祉課）

100

（地域生活支援事業）

◇ 子ども医療費無料化 451,249千円 医療保険課 102

（福祉医療費助成事業）

☆ 高齢者保健福祉計画策定業務委託料 4,917千円 健康長寿課
（長寿介護課）

105

（高齢者施策推進事業）

☆ こども計画策定委託料 5,973千円 子育て支援課 108

（児童福祉総務費一般経費）

☆ 乳児等通園支援事業費補助金 6,708千円 子育て支援課 113

（助成事業）

☆ ＲＳウイルス予防接種委託料 7,384千円 子育て相談課 120

（母子予防接種事業）

2. 福祉・健康の増進（福祉、健康、医療）

地域住民の複雑化・複合化した相談支援ニーズに対応した包括的な相談支援体制の
整備を推進するため、桐生市社会福祉協議会等の関係機関との連携による「多機関
協働事業」、「アウトリーチ等を通じた継続的支援事業」、「参加支援事業」及び
「生活困窮者等のための地域づくり事業」を実施

障害福祉サービス利用者の増加に伴う相談支援専門員の不足を解消し、質の高い相
談支援を提供するため、相談支援専門員の新たな人員配置を行い、相談支援専門員
の不足解消に努めた事業所に対し、補助金を交付

県の補助事業（補助率1/2）として、18歳の子どもまでを助成対象とし、子どもの
健康保持や子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、医療費を助成

高齢者等が住み慣れた地域で生活していくための地域力強化など、地域共生社会の
実現及び地域包括ケアシステムの確立に向け、第10期桐生市高齢者保健福祉計画を
策定

子ども・若者が将来にわたり、幸福な生活を送ることが出来るよう、ライフステー
ジを通じた切れ目ない支援を総合的に推進する「こども計画」を策定

保育所等に通っていない生後6か月から満3歳未満の子どもについて、月ごとの一定
時間までの通園に対して、補助金を交付

乳児が罹患すると重症化する可能性のあるＲＳウイルス感染症の予防を図るため、
妊娠28週から37週に至るまでの妊婦に、母子免疫ワクチンであるＲＳウイルスワ
クチンの予防接種を実施

10



担当課 予算書
ページ

◇ きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』 450千円 健康長寿課
（健康地域医療課）

122

（健康づくり事業）

☆ 骨密度検診 904千円 健康長寿課
（健康地域医療課）

122

（健康診査事業）　　　　　

◇ すくすくキノピー応援給付金 39,500千円 子育て相談課 125

（出産・子育て応援事業）

◇ 厚生病院負担金 823,558千円 地域医療感染症対策室
（健康地域医療課）

129

◇ 厚生病院医師確保対策事業 52,768千円 地域医療感染症対策室
（健康地域医療課）

129

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみな
がら健康づくりが出来るよう、健康目標に向かって取り組む市民を後押しするイン
センティブ事業として、「桐ペイ」を活用

女性の健康の推進のため、早期の骨量減少者の発見及び骨粗鬆症等の予防の取組と
して、40・45・50・55・60・65・70歳の女性に骨密度検診を新規に実施

妊娠期から切れ目ない支援を行うため、妊婦のための支援給付により経済的支援を
実施。給付金の支給方法は現金振込が基本であるが、希望された場合は桐ペイでの
付与を選択可能。桐ペイ事業の促進を図るため、桐ペイでの付与の場合は支給額の
5％分を増額支給

（病院運営事業、病院事業債元利償還事業、医療機器等整備事業）
高度医療や救急医療を担う地域中核病院としての機能を十分に発揮するための支援
や、市民から信頼され安心できる医療体制を維持するための経営改善などをみどり
市と連携して実施

安定した病院運営による診療体制の確保や市民の安心に繋げるため、研修医受入れ
や医師の負担軽減策など、医師確保に向けた支援を継続実施
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3. 教育・文化の向上（教育、生涯学習、芸術・文化、スポーツ）

担当課
予算書
ページ

◇ 奨学資金貸付事業 51,975千円 教育総務課 194

◇ 学校適正規模等検討事業 383千円 教育環境課 195

☆ 9,600千円 学校教育課
人材育成課

196

（外国語教育指導事業）

◇ 英語力向上事業委託料 626千円 学校教育課 197

（学力向上対策事業）

◇ 英語検定料補助金 1,846千円 学校教育課 197

（学力向上対策事業）

◇ サイエンスドクター事業 4,934千円 学校教育課 197

◇ 1,118千円 黒保根市民生活課 198

◇ 黒保根町国際理解推進事業 6,371千円 黒保根市民生活課 198

　　 ［軽減額］

☆ 201,416千円 教育総務課 200

幼・小・中・義務教育学校でのプログラミング教育の強化を図るとともに、児童や
生徒への理科の自由研究に対する指導・助言や教師への理科授業の支援を実施

黒保根町西町インターナショナルスクール交流事業

黒保根学園と姉妹校提携している西町インターナショナルスクールと、黒保根での
農業体験（田植え・稲刈り）や西町でのホームステイ・スポーツデイ参加などの
様々な交流事業を実施

外国語を幼い頃から自然と身につけられる教育環境の整備を図るために、専任の外
国人英会話講師を配置し、黒保根保育園での保育活動、黒保根学園での英会話教室
など、年間を通じて英語に触れあう時間を提供するとともに、キャリア教育の実践
によりコミュニケーション能力の向上を推進

小学生給食費無償化
小学校及び義務教育学校１～６年生における児童の給食費を無償化することで、子
育て世帯の経済的負担を軽減するとともに、引き続き地産地消を推進することによ
り子供たちの郷土愛を醸成

就学意欲をもつ学生等で経済的理由により就学困難な者に対し、学資を貸与する現
行の奨学金制度に加えて、大学等を卒業後、本市に在住するなど一定の条件を満た
した場合に奨学資金の返還を免除する本市ならではの返還免除型奨学金制度を実施

学校規模等適正化に関する協議段階に応じた各種会議において、保護者や地域住民
の理解と協力を得ながら、児童生徒にとって、より良い教育環境の構築と質の高い
学校教育の実現に向けた協議を推進

ＡＬＴアドバイザー配置

ＡＬＴとして指導経験豊富な人材をＡＬＴアドバイザーとして配置し、ＡＬＴの指
導力向上及び勤務や生活全般について相談・支援を行うとともに、小・中・義務教
育学校の英語授業と幼稚園等での遊びの中で、外国語に触れる活動の指導や支援を
実施

生徒が自ら目標をもち英語力を高められるようにするとともに、教師が生徒の習得
状況を把握して授業改善に役立てるため、中学校１・２年生及び義務教育学校７・
８年の生徒に、英語力２技能（「話す」「書く」）の英検ＩＢＡを実施

中学校及び義務教育学校の生徒が、外国語活動や外国語の授業を通して身に付けた
英語力を生かして英語検定にチャレンジできるように、英語検定３級以上の検定料
の全額補助を実施
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　　 ［軽減額］ 担当課
予算書
ページ

◇ 134,180千円 教育総務課 200

☆ 給食費相当額補助事業 20,865千円 教育総務課 200

◇ 桐生市産材学習机木育推進事業 13,112千円 教育総務課 204

☆ ＩＣＴ支援員訪問サポート委託料（小学校費・中学校費） 35,000千円 教育総務課 205
209

（ＩＣＴ教育推進事業）

☆ 端末購入支援金（高等学校費） 2,544千円 学校教育課 212

（高等学校費学校教育一般経費）

◇ 高等学校費学校施設改修事業 25,000千円 教育総務課 212

◇ 放課後子供教室事業 2,208千円 生涯学習課 217

◇ 未来創生塾支援事業 4,350千円 生涯学習課 217

◇ 新里サクラソウ自生地保存事業 4,524千円 新里市民生活課 217

老朽化が進む桐生市立商業高等学校のトイレにおける衛生環境及び利便性の向上を
図るため、和式トイレの洋式化を計画的に推進

学校の空き教室等を利用して、各地域の特色や人材を生かした体験・交流活動、学
習支援等を行う「放課後子供教室」を実施

群馬大学理工学部と地元企業、市民団体などと連携して子どもの夢と感性を育むこ
とを目的とした特別教育プログラム「未来創生塾」の支援を継続して実施するとと
もに、未来創生プログラムをより幅広い子どもに対して実施

県指定天然記念物であるサクラソウの保護育成のため、新里町赤城山のサクラソウ
自生地を流れる水路への土砂流出を防止する水路修繕工事を継続して実施

中学生給食費無償化
中学校及び義務教育学校7～9年生における生徒の給食費を無償化することで、子育
て世帯の経済的負担を軽減するとともに、引き続き地産地消を推進することにより
子供たちの郷土愛を醸成

私立等の小・中学校に在籍またはアレルギーにより弁当持参の児童生徒の給食費相
当額を補助金として交付することで、子育て世帯の経済的負担を軽減

森林環境譲与税を活用して、新小学校一年生となる児童全員に、桐生市産材を活用
した天板を備えた学習机を用意し、木を身近に感じてもらうことで自然環境と郷土
愛を育む教育を推進

全小・中・義務教育学校にＩＣＴ教育の専門知識を備えた支援員が訪問し、教員の
ＩＣＴ機器活用をサポートして授業をスムーズに行うための支援を行うことで、新
たな課題の発見と解決に向けた子供たちの主体的・協働的な学びを推進

桐生市立商業高等学校に入学する生活保護世帯、低所得世帯の生徒に対し、授業で
使用する端末機器の購入費用として支援金を給付
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担当課 予算書
ページ

☆ （仮称）桐生ＡＩＲ（アート・イン・レジデンス）開催事業補助金 6,000千円 スポーツ・文化振興課 218

（文化振興事業）

◇ 1,500千円 青少年課 220

（青少年教育事業）

☆ 図書館整備事業 13,878千円 図書館 227

☆ 桐生明治館改修工事費 15,568千円 文化財保護課 234

（桐生明治館管理事業）

◇ 部活動の地域展開等 7,777千円 教育環境課
人材育成課

240

（学校体育事業）

☆ 国民スポーツ大会推進事業 37,082千円 スポーツ・文化振興課 241

◇ 球都桐生プロジェクト推進事業 110,309千円 スポーツ・文化振興課 241

東京藝術大学と連携し、藝大生が一定期間桐生市に滞在する中で、繊維産業をはじ
めとする歴史・文化等の地域資源を活かしたアート活動を行い、市内外に本市の魅
力を発信する「（仮称）桐生ＡＩＲ（アート・イン・レジデンス）」を実施

子どもがつくるまちミニきりゅう負担金

子どものまちの聖地化を目指し、他の自治体と連携・交流を図るとともに、実行委
員会との連携のもと、内容の充実を図りつつ継続して実施

新図書館の整備を進めるため、庁内検討委員会及び外部委員により構成された図書
館整備検討委員会を開催し、基本構想・基本計画を作成

国の重要文化財である桐生明治館の外壁塗装の塗り直しや正面門の脇に設置された
木柵の改修工事を実施

生徒が希望するスポーツに取り組むことのできる持続可能な環境の確保と、教職員
の負担軽減の推進を目指し、検討委員会の意見や推進計画を踏まえ、外部団体等と
連携したモデル事業や部活動指導員・外部指導者の配置等を実施

令和11年に本県で開催予定の第83回国民スポーツ大会に向けて、桐生市実行委員
会を設置し、広報活動、機運醸成にかかる取組や施設整備等を実施

野球をテーマとして公民連携により地域の活性化を図るため、球都桐生ウィークを
はじめとするイベントの開催や、市内野球情報の発信及びスポーツ動画の配信、ま
た、先進トレーニング機器の整備や利用に対する補助・助成などの各種事業を実施
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担当課
予算書
ページ

☆ 再配達削減事業委託料 1,676千円 ＳＤＧｓ推進課 91

（環境都市推進事業）

◇ ごみ分別アプリ使用料 198千円 清掃センター 131

（ごみ収集事業）

☆ 2,187千円 清掃センター 134

（清掃センター管理運営事業）

◇ 消防車両更新事業 112,299千円 消防本部 189

☆ ハザードマップ更新事業 12,088千円 防災・危機管理課 191

（災害対策費一般経費）

☆ 総合防災訓練事業 6,018千円 防災・危機管理課 192

４. 生活環境の向上（環境、安全・安心）

宅配便の再配達削減に取り組む世帯を募集し、宅配バッグを活用してもらうことで
二酸化炭素排出抑制や宅配ドライバーの負担軽減を図るとともに、環境に対する意
識転換や行動変容につなげる取組を実施

外国人住民の利便性の向上とごみ出しのマナーの向上を図るため、外国人住民がご
みの出し方や分別が分かりやすいよう、ごみ分別促進アプリ「さんあ～る」に5か国
語（英語、中国語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語）を導入

基本構想策定分担金

前橋・桐生・伊勢崎・みどり・玉村一般廃棄物処理広域化協議会において広域的な
施設整備の基本方針を合意後、施設整備協議会に移行し、次期清掃センターの施設
規模や候補地選定等の基本構想を策定するため、より具体的な協議を実施

消防体制の充実・強化のため、高規格救急自動車1台、水槽付消防ポンプ自動車1台
を整備

市民の生命と財産を守るため、常に変化する災害リスクに対応できるよう、ハザー
ドマップを更新し全世帯に配布

関係機関相互の連携強化及び防災に対する意識の高揚を図るため、県と共催で、大
規模災害発生時の避難所運営を想定した県総合防災訓練を実施
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担当課
予算書
ページ

☆ 上毛電鉄東新川駅駐輪場整備工事費 3,817千円 新里市民生活課 62

（新里支所一般経費）

◇ 移住・定住相談窓口運営委託料 22,604千円 企画課 69

（移住定住推進事業）

◇ 保育園留学事業委託料 7,370千円 企画課 69

（移住定住推進事業）

☆ 出会いの場促進事業補助金 300千円 企画課 70

（移住定住推進事業）

☆ 地域活動推進事業 10,994千円 企画課 70

☆ デマンドタクシー配車システム導入委託料 2,459千円 交通ビジョン推進室 93

（バス交通対策事業）

◇ おりひめバス購入 30,003千円 交通ビジョン推進室 93

（バス交通対策事業）

◇ 道路橋梁補修事業 144,141千円 土木課
両支所地域振興整備課

170

（道路橋梁補修事業、新里支所道路橋梁補修事業、黒保根支所道路橋梁補修事業）

結婚を希望する方に向けた出会いや交流の機会を創出するイベント等を支援

繊維産業に焦点を当てた移住・定住を促進するとともに、アートによる地域の活性
化を図るため、地域おこし協力隊2名を登用し、繊維産業の振興に資する取組や東京
藝術大学との連携による「（仮称）桐生ＡＩＲ（アート・イン・レジデンス）」の
開催に向けた取組を推進

利用者が希望する場所から目的地までドアｔｏドアの移動を支援するデマンドタク
シーの利便性向上のため、配車や予約受付、運行管理などの業務を支援する機能を
有したＡＩ型配車システムを導入

安全で安定したおりひめバスの運行を維持するため、老朽化した車両を更新

生活道路として、市内各所の市道や橋梁など自動車や歩行者の安全・安心を守ると
ともに、交通事情の改善、凸凹路線の解消など安心して通行できる補修事業を実施

５. 都市基盤の整備（都市基盤）

駅利用者の利便性向上と防犯の強化を図るため、屋根・照明付き駐輪場の整備を実
施

移住・定住を促進するため、「桐生市移住支援フロント　むすびすむ桐生」の体制
を強化し、メインターゲットに掲げる店舗開業・起業等を目指す方に訴求する取組
を推進するとともに、「むすびすむ桐生×繊維産業×アート」による新たな地域活
性化に向けた取組を推進

「転職なき移住」を推進するため、本市の恵まれた自然環境や保育・教育環境を生
かした取組として、主に都市部でテレワークで仕事を行う親とその園児が一定期間
地域に滞在する「保育園留学」を実施
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担当課 予算書
ページ

◇ 桐生大橋長寿命化事業 255,000千円 土木課 170

◇ 道路橋梁新設改良事業 200,783千円 土木課
新里地域振興整備課

170
171

（道路橋梁新設改良事業、新里支所道路橋梁新設改良事業）

◇ 舗装長寿命化事業 134,700千円 土木課 171

◇ 中通り大橋線周辺整備事業 223,600千円 都市計画課 174

◇ 赤岩線整備事業 46,000千円 都市計画課 174

◇ 小友線整備事業 3,200千円 都市計画課 175

☆ 松原橋公園トイレ改修工事 22,000千円 公園緑地課 179

（都市公園施設長寿命化事業）

◇ 市営住宅施設改修事業 142,139千円 建築住宅課 184

☆ 空き家実態調査業務委託料 24,445千円 空き家対策室 185

第1次緊急輸送道路に指定されている桐生大橋の長寿命化を図るため、塗装工事を継
続して実施

安全安心な居住環境の確保と環境負荷の軽減を図るため、市営住宅における共用灯
のＬＥＤ化改修工事を実施

（空き家等対策事業）

令和９年度に予定している桐生市空き家等対策計画見直しの基礎資料とするため、
国の制度を活用して空き家の実態調査を実施

災害に強い安全な生活道路を構築するとともに、交通事情の改善を図るため、道路
の新設改良工事を実施

桐生市が管理する市道において、重要度が高い路線の道路舗装修繕を適正かつ効率
的に行い、安全で安心な車両の通行を確保

錦琴平線の小梅琴平公園入口から昭和橋までの区間の建物等調査算定・用地買収・
支障物件補償を実施

歩行者や自転車の安全な通行及び市街地の円滑な自動車交通を確保するため、県と
連携して堤町三丁目から宮前町一丁目交差点までの都市計画道路の整備を実施

北関東自動車道に新設される（仮称）足利スマートインターへのアクセス性を向上
させるため、都市計画道路の概略設計を実施

安全で快適な公園利用の充実を図るため、老朽化したトイレの改修工事を実施
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担当課 予算書
ページ

◇ きりゅう暮らし応援事業

◇ 住宅リフォーム助成金 50,000千円 建築住宅課 185

◇ 移住者住宅取得助成金 75,000千円 建築住宅課 185

◇ 空き家利活用助成金 5,300千円 空き家対策室 185

◇ 空き家除却助成金 30,000千円 空き家対策室 185

◇ 次期計画策定事業 27,582千円 水道総務課 348

◇ 配水管布設事業 703,307千円 水道工務課 349

◇ 14,000千円 下水道課 373

（下水道事業会計）

◇ 96,712千円 下水道課
境野水処理センター

374

（下水道事業会計）

定住促進を視野に入れ、安心して住み続けられるよう住環境の改善を目的としたリ
フォームに対し、最大30万円の補助を継続して実施

市外からの転入を促進するため、「住宅の建築又は購入に対する最大200万円の移
住者限定の補助制度」を継続して実施

空き家の改修に対し、市外からの転入など一定の要件を満たす場合には、国の制度
を利用し最大100万円の補助を継続して実施するとともに、市内在住者の定住促進
を目的とした最大70万円の補助について継続して実施

下水道の普及促進を図るため、宅内配管費用について補助を実施

下水道施設改築更新

桐生市下水道事業ストックマネジメント全体計画に基づき、施設の改築更新を継続
して実施

周囲に危険を及ぼすおそれのある空き家や、移住者による空き家の除却に対し、国
の制度を利用し最大100万円の補助を継続して実施するとともに、長期間使用され
ていない空き家の除却に対する最大30万円の補助について予算を拡充して実施

（水道事業会計）

持続可能な水道事業を目的とした、次期「桐生市水道再生マスタープラン」及び
「桐生市水道事業経営戦略」を令和７・８年度の２カ年で策定

（水道事業会計）

桐生市水道事業経営戦略に基づき老朽管の布設替を実施し、漏水対策を図るととも
に、耐震化やダウンサイジングを行い管網を整備

下水道接続宅内配管費補助金
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担当課
予算書
ページ

◇ 職員研修委託料 4,156千円 人材育成課 54

（研修事業）

◇ シティブランディング事業 2,397千円 魅力発信課 59

◇ 学生連携事業 137千円 企画課 67

（企画費一般経費）

☆ 公共施設マネジメントシステム導入業務委託料 7,480千円 企画課 67

（企画費一般経費）

☆ 総合計画策定事業 12,721千円 企画課 67

◇ ふるさと納税促進事業 41,533千円 企画課
（財政課）

69

◇ ＳＤＧｓ推進事業 1,448千円 SDGｓ推進課 70

◇ ＤＸ推進事業 34,738千円 DX推進室 73

６. 計画推進のために（協働、行政運営）

市民・企業・各種団体などにおけるＳＤＧｓに資するそれぞれの取組を促進すると
ともに、ＳＤＧｓパートナー登録事業者の拡大を図り、その取組の一層の強化を目
的にして優れた取組を表彰する制度を設けるなど、「ＳＤＧｓ未来都市」として持
続可能なまちづくりを推進

窓口業務の効率化による住民サービスのさらなる向上を図るため、新本庁舎供用開
始に合わせて導入した書かない窓口システムの機能を拡充するとともに、マイナン
バーカードの申請支援や、デジタルデバイド対策としてのスマホ教室を継続して実
施

人材育成基本方針に基づき、管理職のマネジメント研修や、新採用職員研修などの
階層別研修を実施するとともに、市町村アカデミーなどへの派遣研修に加え、近隣
他市との合同研修の充実を推進

本市の魅力や評価を高めるとともに、市民等の地域への関心喚起や郷土愛の醸成を
図るため、学生や事業者、市民団体など民間主導でのシティブランディングに資す
る取組の促進及び支援を継続して実施

学生が桐生市を知り、関わり、楽しみながら地域での活動を行うことで、市に対す
る愛着を深めてもらうことなどを目的に開始した「学生×桐生つながるプロジェク
ト」の新年度メンバーを募集し、大学生等が地域での活動を自ら企画・実施する地
域活性化に向けた取組を応援

施設の維持管理費用や利用状況などの一元管理による、効率的な公共施設の運営を
目的として、公共施設マネジメントシステムを導入

第六次総合計画が令和９年度をもって終了を迎えるに当たり、今後も持続可能な発
展を目指し、中長期的な視点に立って総合的かつ計画的にまちづくりを進めるた
め、令和10年度を初年度とする総合計画を策定

新たな返礼品の開発やポータルサイトの拡大による寄附の促進を図り、自主財源の
確保を推進
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担当課
予算書
ページ

☆ ＬＩＮＥ拡張サービス使用料 1,683千円 DX推進室 73

（システム調達事業）

　

◇ 電子地域通貨事業 300,963千円 DX推進室
（商工振興課）

74

◇ デジタルクリエイティブ人材育成事業 29,722千円 DX推進室 74

◇ 市史編さん事業 22,850千円 市史編さん室 77

◇ 保健福祉会館管理事業 140,469千円 子育て支援課 125

◇ 黒保根支所交流促進センター管理事業 14,250千円 黒保根地域振興整備課 145

◇ 消防庁舎維持管理事業 53,945千円 消防本部 187

コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」の市公式アカウントを作成し、各種拡張機
能を活用することで、様々な行政サービスをオンラインで実施

地域内経済の好循環を図るため、地域内消費のさらなる拡大に向けた、キャッシュ
レス化の推進や官民問わず様々な事業で活用していただけるよう取り組むととも
に、桐生版スモールビジネスサタデーとの連携イベントを継続して実施

小中高生向けのデジタルクリエイティブ人材の育成活動を継続するとともに、市内
教育機関や団体等との連携など、本市ならではの教育環境を活かした施設運営を実
施するとともに、高齢者が安心してデジタルに触れられるようデジタルリテラシー
講座を実施

「『新編　桐生市史』編さん基本計画」に則り、市内外に所蔵される史資料調査
や、自然・民俗のフィールド調査を進めるとともに、いち早くその成果を市民に向
けて発信するため「桐生市史編さん講演会」の実施及び『桐生市史研究』第3号と
『近世史料集1』を刊行

桐生市保健福祉会館の維持及び管理を実施するとともに、老朽化したエレベーター
の修繕工事及び館内照明のLED化を実施

環境負荷軽減を図るため、地域の交流と連携の施設である交流促進センターのLED
化改修工事を実施

防災拠点の機能維持を図るため、消防庁舎設備の保守・点検等を実施するととも
に、老朽化した消防本部庁舎のエレベーター改修を実施
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担当課
予算書
ページ

◇ 学生連携事業[再掲] 137千円 企画課 67

（企画費一般経費）

◇ 保育園留学事業委託料[再掲] 7,370千円 企画課 69

（移住定住推進事業）

☆ 出会いの場促進事業補助金[再掲] 300千円 企画課 70

（移住定住推進事業）

☆ 地域活動推進事業[再掲] 10,994千円 企画課 70

☆ 魅力ある職場発信・雇用促進事業補助金[再掲] 1,000千円 商工振興課 138

（雇用対策事業）

◇ まちなか店舗リニューアル支援事業[再掲] 1,500千円 商工振興課 154

◇ 新店舗開設促進事業[再掲] 11,000千円 商工振興課 154

◇ 繊維産地活性化推進事業[再掲] 15,917千円 商工振興課 156

繊維産業に焦点を当てた移住・定住を促進するとともに、アートによる地域の活性
化を図るため、地域おこし協力隊2名を登用し、繊維産業の振興に資する取組や東京
藝術大学との連携による「（仮称）桐生ＡＩＲ（アート・イン・レジデンス）」の
開催に向けた取組を推進

「働きやすさ」に関する国の認証制度を取得し、魅力ある職場環境づくりを進める
中小企業の求人活動に対する補助制度を創設することで、認証制度の普及啓発及び
人手不足解消や若者・女性の就職と市内定着を促進

市内事業者の円滑な事業承継を促進するため事業承継に伴う店舗改修を支援すると
ともに、商店街に来た観光客を含む買い物客の周遊性向上に資するトイレの改修を
支援することで、店舗の魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大を促進

まちなかの魅力向上やにぎわい創出、経済循環の拡大につなげるため、空き物件を
改修して新店舗開設を行う事業者を支援

業界団体や企業グループによる産地活性化に向けた取組を推進するほか、「むすび
すむ桐生」と連携し、繊維に興味を持つ若者等を呼び込む仕組みづくりを行うこと
で、「繊維産地桐生」の活力向上等を推進

学生が桐生市を知り、関わり、楽しみながら地域での活動を行うことで、市に対す
る愛着を深めてもらうことなどを目的に開始した「学生×桐生つながるプロジェク
ト」の新年度メンバーを募集し、大学生等が地域での活動を自ら企画・実施する地
域活性化に向けた取組を応援

「転職なき移住」を推進するため、本市の恵まれた自然環境や保育・教育環境を生
かした取組として、主に都市部でテレワークで仕事を行う親とその園児が一定期間
地域に滞在する「保育園留学」を実施

結婚を希望する方に向けた出会いや交流の機会を創出するイベント等を支援

「女性・若者から選ばれる桐生市提言書」に基づく事業
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担当課
予算書
ページ

◇ 群馬大学生企業交流促進補助金[再掲] 1,000千円 商工振興課 157

（産学官連携推進事業）

◇ 奨学資金貸付事業[再掲] 51,975千円 教育総務課 194

☆ 9,600千円 学校教育課
人材育成課

196

（外国語教育指導事業）

　　 ［軽減額］

☆ 201,416千円 教育総務課 200

　　 ［軽減額］

◇ 134,180千円 教育総務課 200

☆ 給食費相当額補助事業[再掲] 20,865千円 教育総務課 200

☆ ＩＣＴ支援員訪問サポート委託料（小学校費・中学校費）[再掲] 35,000千円 教育総務課 205
209

（ＩＣＴ教育推進事業）

◇ （仮称）桐生ＡＩＲ（アート・イン・レジデンス）開催事業補助金[再掲] 6,000千円 スポーツ・文化振興課 218

「一般社団法人群馬地区産学官交流会」が主要事業として実施する「企業と学生と
の交流促進事業」を支援し、学生と市内企業との交流活発化を図ることにより、群
馬大学生の市内定着・就職を推進

中学校及び義務教育学校7～9年生における生徒の給食費を無償化することで、子育
て世帯の経済的負担を軽減するとともに、引き続き地産地消を推進することにより
子供たちの郷土愛を醸成

私立等の小・中学校に在籍またはアレルギーにより弁当持参の児童生徒の給食費相
当額を補助金として交付することで、子育て世帯の経済的負担を軽減

全小・中・義務教育学校にＩＣＴ教育の専門知識を備えた支援員が訪問し、教員の
ＩＣＴ機器活用をサポートして授業をスムーズに行うための支援を行うことで、新
たな課題の発見と解決に向けた子供たちの主体的・協働的な学びを推進

東京藝術大学と連携し、藝大生が一定期間桐生市に滞在する中で、繊維産業をはじ
めとする歴史・文化等の地域資源を活かしたアート活動を行い、市内外に本市の魅
力を発信する「（仮称）桐生ＡＩＲ（アート・イン・レジデンス）」を実施

就学意欲をもつ学生等で経済的理由により就学困難な者に対し、学資を貸与する現
行の奨学金制度に加えて、大学等を卒業後、本市に在住するなど一定の条件を満た
した場合に奨学資金の返還を免除する本市ならではの返還免除型奨学金制度を実施

ALTアドバイザー配置[再掲]

ＡＬＴとして指導経験豊富な人材をＡＬＴアドバイザーとして配置し、ＡＬＴの指
導力向上及び勤務や生活全般について相談・支援を行うとともに、小・中・義務教
育学校の英語授業と幼稚園等での遊びの中で、外国語に触れる活動の指導や支援を
実施

小学生給食費無償化[再掲]
小学校及び義務教育学校１～６年生における児童の給食費を無償化することで、子
育て世帯の経済的負担を軽減するとともに、引き続き地産地消を推進することによ
り子供たちの郷土愛を醸成

中学生給食費無償化[再掲]

22



担当課
予算書
ページ

◇ 議会モニター謝礼 20千円 議事課 52

（議会改革推進事業）

◇ 移住検討応援金 40千円 企画課 69

（移住定住推進事業）

◇ ＳＤＧｓ推進奨励金 150千円 　ＳＤＧｓ推進課 70

（ＳＤＧｓ推進事業）

◇ 職員提案入賞者記念品 45千円 人材育成課 71

（職員提案事業）

◇ 黒保根地域定住促進奨励金 350千円 黒保根地域振興整備課 71

（黒保根支所過疎対策事業）

◇ 電子地域通貨事業[再掲] 300,963千円 DX推進室
（商工振興課）

74

◇ 小・中学生男女共同参画作品入賞者記念品　 28千円 地域づくり課 75

（男女共同参画推進事業）

☆ 群馬県議会議員選挙ポスター掲示謝礼物品 264千円 選挙管理委員会事務局 86

（群馬県議会議員選挙費一般経費）

令和９年４月執行予定の群馬県議会議員選挙ポスター掲示板の設置に伴う協力謝礼
として「桐ペイ」を活用

市民からの意見を市議会の運営等に反映させることを目的として、活動していただ
いている議会モニターへの謝礼として「桐ペイ」を活用

移住を目的に住居や仕事を探すなどの活動を行う方の宿泊費の助成に「桐ペイ」を
活用

家庭でのＳＤＧｓの普及・啓発を図るため、ＳＤＧｓの達成に向けた活動を行った
小・中学生への報奨金として「桐ペイ」を活用

創意工夫をもった提案のできる職場風土を醸成し、市民サービスの向上や事務改善
の推進を目的とした職員提案において、優れた職員提案をした職員への褒賞記念品
として「桐ペイ」を活用

黒保根地域の活性化に向け、市内外からの定住促進を支援するため結婚、出産の奨
励金として「桐ペイ」を活用

地域内経済の好循環を図るため、地域内消費のさらなる拡大に向けた、キャッシュ
レス化の推進や官民問わず様々な事業で活用していただけるよう取り組むととも
に、桐生版スモールビジネスサタデーとの連携イベントを継続して実施

小中学生の男女平等の意識を高めてもらうとともに、自立した個人を育てることを
目的として公募する、男女共同参画作品の入賞者への褒賞記念品として「桐ペイ」
を活用

桐ペイ活用事業
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担当課 予算書
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☆ 桐生市長・市議会議員選挙ポスター掲示謝礼物品 264千円 選挙管理委員会事務局 87

（市長及び市議会議員選挙費一般経費）

◇ 環境ポスター展入賞者記念品 14千円 　ＳＤＧｓ推進課 90

（環境保全活動推進事業）

◇ 家庭の脱炭素事業協力謝金 25千円 　ＳＤＧｓ推進課 91

（環境都市推進事業）

◇ 環境都市推進補助金 500千円 　ＳＤＧｓ推進課 91

（環境都市推進事業）

◇ 夏休み図画コンクール記念品 10千円 交通ビジョン推進室 93

（バス交通対策事業）

◇ 450千円 健康長寿課
（健康地域医療課）

122

（健康づくり事業）

◇ 31,500千円 子育て相談課 125

（出産・子育て応援事業）

☆ 農業用水維持管理協力記念品 30千円 農林振興課 146

（農業土木費一般経費）

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみな
がら健康づくりが出来るよう、健康目標に向かって取り組む市民を後押しするイン
センティブ事業として、「桐ペイ」を活用

すくすくキノピー応援給付金[再掲]

妊娠期から切れ目ない支援を行うため、妊婦のための支援給付により経済的支援を
実施。給付金の支給方法は現金振込が基本であるが、希望された場合は桐ペイでの
付与を選択可能。桐ペイ事業の促進を図るため、桐ペイでの付与の場合は支給額の
5％分を増額支給

農業用水運営委員への水路維持管理に関わる協力記念品として「桐ペイ」を活用

令和９年４月執行予定の桐生市長・市議会議員選挙ポスター掲示板の設置に伴う協
力謝礼として「桐ペイ」を活用

小・中学生の環境に対する意識の高揚を図ることを目的として公募する環境ポス
ター展の入賞者への記念品として「桐ペイ」を活用

環境先進都市の実現を目指した取組として、温室効果ガス削減に取り組む世帯を募
集し、モデルとなる取組への謝礼として「桐ペイ」を活用

環境先進都市の実現を目指した取組として、蓄電池設備設置に対する導入補助とし
て「桐ペイ」を活用

市民の重要な移動手段である鉄道や路線バスなどの公共交通に興味・関心を持って
もらうことを目的として公募する、「こんなの乗りたい！電車・バス」夏休み図画
コンクールの金賞及び銀賞受賞者に記念品として「桐ペイ」を活用

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』[再掲]
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◇ 八木節キャンペーンスタッフ退任記念品 18千円 観光交流課 158

（観光推進事業）

☆ 市民広場案内板地主謝礼 5千円 公園緑地課 176

（一般公園事業）

◇ 緑と花のポスター展入賞者記念品・緑化功労賞 18千円 公園緑地課 180

（緑化推進事業）

◇ 二十歳を祝う会記念品 400千円 青少年課 220

（二十歳を祝う事業）

◇ 「少年の主張」桐生市成績優秀者発表謝礼 4千円 青少年課 221

（青少年対策事業）

◇ 明るい家庭・地域づくり運動推進標語等入賞者記念品 8千円 青少年課 221

（青少年対策事業）

緑と花のポスター最優秀賞、金賞の入賞者や地域緑化に取り組んだ緑化功労団体
（個人）に対する記念品として「桐ペイ」を活用

大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年（二十歳になる者）を祝い
励ますための「二十歳を祝う会」における記念品として「桐ペイ」を活用

「明るい家庭・地域づくり運動」推進市民大会における「少年の主張」桐生市成績
優秀者による発表の謝礼として「桐ペイ」を活用

「明るい家庭・地域づくり運動」推進のため募集する標語及びイメージ写真の入賞
者への記念品として「桐ペイ」を活用

郷土芸能八木節の保存・振興及び観光誘客の拡大に寄与することを目的とした桐生
八木節キャンペーンスタッフの退任時の記念品として「桐ペイ」を活用

市民広場の案内板を設置している土地の所有者への謝礼として「桐ペイ」を活用
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一般会計 歳出予算額の推移
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一般会計 起債残高・発行額の推移 単位：億円
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財政調整基金残高の推移
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